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５年生実践から見る 指導と評価 

 

１．単元名  「米づくりのさかんな地域」～南魚沼の米づくりからこれからの農業を考える～ 

２．学校教育目標と社会科で目指す子どもの姿 

（省略） 

３．単元目標 

  国民の主食である米や稲作に関心をもち、稲作が国民の食生活を支えていることや従事している人

が地形や気候などの自然環境を生かし、生産を高める工夫や努力をしていることについて調べ、稲作

が自然環境と深い関わりをもって営まれていることを理解し、これからの稲作の発展や食生活との関

わりについて考えるようにする。 

４．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①米の生産の工程、人々の協力

関係、技術の向上、輸送、価格

や費用などについて地図帳や

地球儀、各種の資料などで調

べて、必要な情報を集め、読み

取り、米づくりに関わる人々

の工夫や努力を理解してい

る。 

 

②調べたことを白地図や図表、

文などにまとめ、米づくりに

関わる人々は、生産性や品質

を高めるよう努力したり輸送

方法や販売方法を工夫したり

して、良質な米を消費地に届

けるなど、食料生産を支えて

いることを理解している。 

①米の生産の工程、人々の協力

関係、技術の向上、輸送、価格

や費用などに着目して、問い

を見出し、米づくりに関わる

人々の工夫や努力について考

え、表現している。 

 

 

 

②米づくりに関わる仕事の工夫

や努力とその土地の自然条件

や需要を関連付けて、米づく

りに関わる人々の働きを考え

たり、学習したことを基に、消

費者や生産者の立場などから

これからの農業の発展につい

て、多角的に考えたりして表

現している。 

①我が国の稲作における食料生

産について、予想や学習計画

を立てたり、見直したりして、

主体的に学習問題を追究し、

解決しようとしている。 

 

 

 

 

②学習したことを基に消費者や

生産者の立場などからこれか

らの農業の発展について、多

角的に考えようとしている。 

５．目指す子どもの姿に迫るための授業改善の５つの視点 

（１）教材化 ～米農家の Aさんの取り組みから～ 

    米は日本の主食として多くの子どもが食べたことのある食材です。しかし昨今、米の消費量は減

少し、生産者も高齢化が進んでいます。これからの農業について考えるには Aさんのように「おい

しい米を届けたい」「米に関心をもってほしい」という熱意に触れることが大切であると考えまし

た。農家の Aさんは、南魚沼市で米づくりをしています。生産から米粉を利用した食品の販売まで

行うことで、よりおいしい米を、より多くの人に届けようとしています。Aさんが、稲作の今後の発

展を考えてお店まで経営されている思いを子どもにも知ってほしいと考えました。生産する人の姿

が見えるようになり、その思いに触れることで我が国における稲作に関心をもち、これからの農業

の発展を考えるきっかけにしたいと考えました。 
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（２）学習過程 ～米農家の Aさんのお店からこれからの日本の稲作を考える～ 

本単元の 1時間目に、「米はどこで、どのように作られ、私たちのもとに届くのだろうか。」につ

いて学習問題をつくり、その予想をもとにして学習計画を立てました。 

子どもたちの思考がスムーズに流れるように、米づくりの概要から、米農家の Aさんの取り組み

について学習することとしました。大きな視点から Aさんの取り組みへと焦点化することで、それ

ぞれの米農家が消費者に美味しい米を届けようと日々工夫や努力していることを知ることができる

と考えました。 

 

（３）学習活動 ～事例をもとに考える～ 

これからの稲作の発展を考えるきっかけとして、米農家の Aさんの経営する店舗を取り上げまし

た。米を生産するために多くの工夫や努力をしていることを理解することで子どもに「なぜさらに

大変なことをしているのか」という疑問をもたせ、話し合わせることで、Aさんの思いについて考え

られるようにしました。日本の稲作における課題や Aさんの工夫や努力など、既習をもとに考える

ことができる活動を取り入れるようにしました。 

 

（４）指導と評価 ～評価を生かした指導～ 

まとめを書く時間を十分に確保し、書き方の例示やキーワードの提示をすることで、文章を書く

ことが難しい子どもにも自分の考えを表現することができるようにしました。また、学習活動の中

において各時間のねらいを明確にすることで、それに迫れるように指導方法を工夫しました。子ど

もたちが書いたまとめや振り返りから、学習問題の妥当性や学習過程が効果的だったかを教師自身

も振り返り、次時以降の学習へと生かすようにしました。 

 

（５）一人一人が生きる社会科学習 ～自分の考えを深め、一人ひとりが表現する～ 

資料を根拠に一人一人が自分の考えをもつことを大切にしました。その中で、自分の考えをもつ

ことが難しい子どもには、意見を聞き、自分の考えをもつことができるようにする声かけをした

り、学習の足跡を掲示して考えたりすることができるように支援しました。自分たちの暮らしに関

わる人々の様々な役割を理解し、学んだことを他人事とせず、自分のこととして考え、他者との相

互理解や社会性の向上に努めていけるように指導しました。 
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⑫A さんは、大変な努力を重ねているのに、なぜお店をやっているのだろうか。 

⑬これからの米づくりを未来につなぐために、何ができるか考えよう。（思－②）（態―②） 

⑪日本の農家の人々は、どのような問題を抱えているのだろうか。（知―①） 

６．単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人当たりの米の年間消費量 

 

米飯給食の回数 田と給食の写真 

単元を見通す学習問題   米はどこで、どのように作られ、私たちのもとに届くのだろうか。 

どこで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのように 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③お米はどこで作られて 

いるのだろうか。(知―①) 

 

 

 

 

 

 

都道府県別米生産量グラフ 

④なぜ南魚沼市のお米は

人気があるのだろうか。 

（思―①） 

 

 

 

 

南魚沼市の雨温図 

⑤A さんは、どのようにお米をつく

っているのだろうか。（知―①） 

 

 

 

 

 

 

 

米づくりカレンダー 

南魚沼市の写真 

米づくりの条件 

⑦A さんは、なぜ黒酢を使って

米づくりをしているのだろう

か。（思―①） 

 

 

 

 

黒酢・水の管理 

⑧A さんは、どうやって 4 種類も

の品種を育てているのだろうか。

（知―①） 

 

 

 

 

 

PC 管理 

品種改良 

米の生産量と消費量の変化 

農業で働く人の数の変化 

条件が揃っていて、栄養が

ある雪解け水もあるから

美味しいお米が作れるん

だね！ 

A さんの話 

⑥A さんはどうやって沢山の田を 

4人で育てているのだろうか。 

（知―①） 

 

 

機械化 

Aさんをはじめ多くの米農家の方は良質なお米をつくるために沢山の努力・

工夫をして育てているんだね！ 

どう届く 

⑨生産されたお米はどのように私たちのもとに届くのだろうか。（知―①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JA・直接販売 

安全で美味しく食べてもらうために、多くの人が工夫して関わっているね！ 

様々な工夫をして努力をしながら米づくりをしているすごい人が沢山いる。その中

で、日本の農業の課題に対して、未来のためにさらに努力をしていた。自分達もお米

づくりのことに興味をもったり、食べたりして日本の稲作を未来へつなげていきたい。 

①②学習問題

を立てる 
沢山食べているね。どこから来ているのかな？ どうやって稲からご飯になるのだろう？ 

自然条件を生かして、東北地方や新潟県、北海道で盛んに行われており、一年中作業を行っておい

しいお米をつくっている。また、安心安全なお米のために多くの工夫している。稲作に、関わって

いる人々が多くの努力をしてわたしたちはおいしいお米を食べることができているね。 

⑩まとめ 

A さんのお店の

様子 

A さんの話 

このままでは美味しいお米が食べられなくなってしまう 

かもしれない。何か策を考えたいな。 

深める⑪～⑬ 

これからの農業を思って 

いるんだ。 
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７．資質・能力の育成に向けた学習評価計画（１２時間）  ※□は評価したことを記録に残す場面 

○本時のねらい ○主な学習活動 ◇主な資料 評価方法【評価規準】 

① 自分たちがいつも食

べている米はどこで

作られているのかに

ついて疑問をもち、問

いを見出すことがで

きるようにする。 

○普段食べている米

がどこで作られ、

手元に届くのか予

想する。 

 

◇一人あたりの米の年

間消費量と同じ重量

の米 

◇米を育てるために必

要な水の量 

◇田と米の写真 

発言内容や話し合いの様子

から「自分たちがいつも食べ

ている米の産地や生産方法

などについて問いを見出して

いるか」を評価する。 

【思―①】 

② 前時で見出した問いを

もとに、単元を見通す学

習問題を立て、学習計画

を考えることができる

ようにする。 

〇前時の活動を元

に、単元を見通す

学習問題を立て

る。 

○単元を見通す学習

問題から学習計画

を考える。 

◇前時の板書・資料 

 

発言内容や話し合いの様子

から、「我が国の農業について

学習問題の解決に向けた予想

や学習計画を立て、解決の見通

しをもっているか」を評価す

る。       【態―①】 

③ 米の生産地の広がりに

ついて理解することが

できるようにする。 

〇米の産地調べを通

して、日本のどこ

で米づくりが盛ん

に行われているの

かを調べる。 

◇南魚沼市の雨温図 

◇都道府県別の米の生

産量 

 

 

発言内容やノートの記述内

容から、「資料から必要な情報

を集め、読み取り、米づくりの

盛んな地域の分布を理解して

いるか」を評価する。【知―①】 

④ 米はそれぞれの土地や

気候を生かして生産さ

れていることを考え、表

現することができるよ

うにする。 

○米が多く生産され

ている地域から米

作りに適した自然

条件を読み取り、

土地や気候を生か

して生産されてい

ることを考え、表

現する 

◇南魚沼市の航空写   

 真 

◇美味しい米が作れる

条件 

 

発言内容やノートの記述か

ら、「米は自然条件を生かして

生産されていることを考え、表

現しているか」を評価する。 

【思―①】 

⑤ 資料を読み取り、米の

生産工程について理

解することができる

ようにする。 

〇資料から米作りの

年間の流れを読み

取り、米づくりカ

レンダーを作成す

る。 

◇米づくりカレンダー 

◇Aさんの話 

 

 発言内容やノートの記述内

容から「資料から必要な情報を

集め、コメの生産工程について

理解しているか」を評価する。 

【知―①】 

⑥ 多くの田を管理するた

めに機械を活用し、生産

性を高める工夫や努力

をしていることを理解

することができる。 

 

○多くの田で、たく

さんの米を育てる

ために機械を活用

していることを資

料から読み取る。            

（GIGA） 

◇Aさんの話 

◇機械の写真 

発言内容やノートの記述内

容から、「多くの田を管理す

るために機械を活用し、生

産性を高めていることを理

解しているか」を評価する 

【知―①】 
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⑦ 安全な米を消費者に届

けるために工夫して稲

作を行っていることに

ついて考え、表現できる

ようにする。 

〇A さんの話からな

ぜ黒酢を使用して

米を育てているの

かを考える。 

◇Aさんの話 

 

発言内容や話し合いの様子、

ノートの記述内容から、「安全

な米を消費者に届けるための

工夫について考え、表現してい

るか」を評価する。【思―①】 

⑧ 品種改良によって安定

して米の生産ができる

ようになったことを理

解することができるよ

うにする。 

〇米の特徴について

資料から読み取

り、4 種類の品種を

育てている理由を

調べる。 

◇Aさんの話 

◇米の特徴 

◇品種改良の話 

発言内容やノートの記述内

容から、「品種改良によって

安定して米の生産ができる

ようになったことを理解し

ているか」を評価する。 

【知―①】 

⑨ 生産された米が自分

たちの手元にどのよ

うにして届くのかを

調べ、理解することが

できるようにする。 

〇収穫された米がど

のように運ばれて

いるのかを調べ

る。 

◇ＪＡを通した販路の

資料 

◇農家と消費者の直接

販売の資料 

発言内容やノートの記述内

容から、「収穫された米が様々

な人の工夫のもと、自分たちの

手元に運ばれていること理解

しているか」を評価する。 

【知―①】 

⑩ これまでの学習をまと

め、米がどこで、どのよ

うに作られ、私たちのも

とに届いているのかを

理解することができる

ようにする。 

〇前時までの学習や

資料をもとに、「米

はどこで、どのよ

うに作られ、私た

ちのもとに届くの

か」をまとめる。 

◇米の旅（前時までの

学びの足跡） 

ノートの記述内容から、「調

べたことをまとめ、米がどこ

で、どのように作られ、私たち

のもとに届いているのかを理

解しているか」を評価する。 

【知－②】 

⑪ 日本の農家の人々がど

のような問題を抱えて

いるのかを、理解するこ

とができるようにする。 

○現在の日本の農業

の課題について調

べる。 

◇米の生産量と消費量

の変化 

◇農業で働く人の数の

変化 

発言内容やノートの記述か

ら、「日本の農家の人々がどの

ような問題を抱えているのか

を理解しているか」を評価す

る。       【知―①】 

⑫⑬日本の農家の人々がどの

ような問題を抱えている

のか見出し、これからの

農業の発展について考え

ようとする態度を養うよ

うにする。 

○資料から現在の農

業がかかえる課題

を見出す。  

（GIGA） 

○これまでの学習を

もとに、農業が抱

えている問題への

取り組みを多角的

に考える。 

◇Aさんのお店の話 

◇米の旅（前時までの

学習の足跡） 

発言内容やノートの記述か

ら、「学習したことをもとにこ

れからの農業の発展について

考えようとしているか」を評価

する。      【態―②】 

発言内容や話し合いの様子、

ノートの記述をもとに「生産者

の取り組みについて調べ、生産

者や消費者の立場からこれか

らの農業について多角的に考

えているか」を評価する。 

【思―②】 
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８．資料「社会のしくみ」と「社会との関わり」をつなぐ理解の構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ま
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分
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る
こ
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社
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の
関
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知
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着
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す
る
こ
と 

我が国の稲作が自然条件を生かして営まれていることや、その生産に関わる人々の工

夫や努力によって支えられていることなどを踏まえ、これからの稲作の発展について多

角的に考えようとする態度を養う。 

米づくりに関わる人たちは、課題に対してどのような取り組みをしてい

るのだろうか 

 

 稲作農家は、地域の自然条件を生かしながら、様々な工夫や努力をして安心安全な米

を作っている。輸送に関わる人たちは、良質な米を消費者に届けるために、輸送方法や

販売方法を工夫していた。稲作に関わるたくさんの人の工夫や努力により、私たちは

米を食べることができる。 

 生産物が国内外に届

けられる過程やその際

にかかる費用や販売さ

れる価格について調

べ、輸送方法や販売方

法の工夫や努力につい

て考えることで、良質

な食料を消費地に届け

ようとしていることが

分かる。 

生産の工程、人々の協

力関係について調べ、そ

こに関わる人々の工夫や

努力していることを考え

ることで、自然条件を生

かしながら良質な米を生

産し出荷していることが

分かる。 

 

 

・農業機械による効率化や

省力化 

・収穫量の増加 

・品種改良 

・米づくりに適した自然

条件 

・米づくりの行程 

・共同経営や協働作業 

・農業試験場や農業協同

組合の働き 

・陸上輸送や航空輸送な

ど、様々な輸送方法 

・主な高速道路網や鉄道

網の広がり 

・生産や輸送、販売の過

程でかかる費用 

 機械化による効率化や省

力化、品種改良など技術が

向上してきたことついて調

べ、その意味を考えること

で生産性や品質を高めるた

めに工夫や努力をしている

ことが分かる。 
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◆研究の重点① 

 

 

南魚沼の稲作農家であるＡさんは、消費者によりおいしく、安心・安全な米を消費者に

届けるために様々な工夫をしています。よりよい米をつくるこだわりに着目することで、

米に込められた生産者のプライド（誇り）やブランド（価値）に気付けるようにしました。

また「農家さんが当たり前にしていること」といった M さんの言葉から、Ａさんだけのこ

だわりでなく日本の稲作農家の工夫や努力として捉えられるように教材化しました。  

。  

  

 

 

 

 

 

 

◆研究の重点② 

 

 

 稲作にかかわる人々の工夫や努力によって食料生産が支えられていることがわかるよう

に、どの時間に何を学ぶのか単元における資質・能力を明確にして構想を立てました。単

元の後半では、これからの農業の発展について多角的に考える時間を設定しました。学習

したことを基に日本の農業が抱える課題を捉え、その課題と向き合おうとしている人たち

の存在を知ることで、これからの農業の在り方について切実感をもって考えられるように

しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

ともに生きる未来を創造し、よりよい社会の在り方を問い続ける社会科学習 

 単元で育てたい資質・能力を意識した学習過程 

 

「分かること」「考えること」の明確にする～ 

 

人の営みから社会のしくみを理解し、これからの農業の在り方を考えるための教材化 

〇主体的に問題解決に向かうことができる子 

〇日常を支える社会のしくみがわかり、これからの社会の在り方を考えられる子 

5年生で目指す子どもの姿 

 

 

Мさんの米づくりの工夫や努力  よりよい米をつくるこだわりに着目することで・・・ 

南魚沼の米づくりを通して、稲作にかかわる人たち（Ａさん）のプライド（誇り）やブ

ランド（価値）に気付かせていきたい。 

4種類の品種を育てる黒酢を使った米づくり 米づくりの工程 

これからの日本の農業 

思いがつまった米を大

切に食べていこう。米

のおいしさを他の人に

も伝えよう。 

 

消費者

多角的な視点から追究していくことで・・・ 
おいしい米を届け

たい。お米に興味

をもってもらいた

い。 

生産者 
日本が抱える農業の課題 


